
質  問  書 

2021年 6月 24日 

 

「大洋州地域持続可能な経済成長に向けた経済・主要セクター情報収集・確認調査」（公示日：2021年 6月 9日／調達管理番号：21a00245）

について、質問と回答は以下の通りです。 

通

番

号 

当該頁項目 質問 回答 

1 

企画競争説明書 5頁 第 1章「８ プ

ロポーザル評価と契約交渉権者決

定の方法、（１）評価対象業務従事

者について、１）評価対象とする業

務従事者の担当分野、及び２）評価

対象とする業務従事者の予定人月

数」、 

同 21頁 第４章 「業務実施上の条

件、（２）業務量の目途と業務従事

者構成案、１）業務量の目途、及び

２）業務従事者の構成案」 

5頁では評価対象者業務従事者となる「①業務

主任者/マクロ経済・投資環境分析」と「②セ

クター概観・開発アプローチ分析」の合計人

月が 4.74M/Mとされている一方、21頁では上

の２つの業務従事者合計人月が 9.0M/Mと読み

込めます。評価対象業務従事者とその想定人

月について、ご確認頂けましたら幸いです。 

 

申し訳ありませんでした。5頁の記載が誤っておりま

したので、「評価対象者業務従事者となる「①業務主

任者/マクロ経済・投資環境分析」と「②セクター概

観・開発アプローチ分析」の合計人月は 9.0M/M」に

修正させていただきます。 

2 

P5第 1章８（１） ２） 評価対象とする業務従事者の予定人月数が

4.74MM と記載ありますが、これは業務主任者

の予定 MMと考えて宜しいでしょうか。 

同上 



3 

P14、第 3章第 2条 対象国に含まれているミクロネシア、マーシ

ャルは現在 JICAの渡航再開国に含まれており

ませんが、プロポーサル提出の際、現地渡航

するという前提で宜しいでしょうか。 

現地渡航前提の場合、貴機構にて想定してい

る現地隔離期間等の入国制限はありますでし

ょうか。 

プロポーサル提出の際には、現地渡航を前提とした形

でお願い致します。現地隔離期間等の入国制限につい

ては、プロポーザル提出時までに、ワクチン接種済み

を前提とした入国制限や隔離期間が当該国政府より

発表されていればその発表に従い、未発表の場合は暫

定的に当該国入国時の隔離期間を 2週間、本邦帰国時

の隔離期間を 2 週間と想定してプロポーザルを作成

ください。なお、現地渡航の際には、弊機構の定める

「新型コロナウイルス感染症流行下における海外渡

航 行動規範」に沿った対応をお願いさせていただく

こととなります。 

4 

P17第 3章第 5条(4) 「フィジー・ミクロネシア・マーシャルにお

ける中央政府や銀行、その他関係機関が実施

した COVID-19による経済的インパクト」とあ

りますが、「実施した経済的インパクト」の意

味が取れません。この部分は、「フィジー・ミ

クロネシア・マーシャルにおける中央政府や

銀行、その他関係機関が実施した COVID-19に

よる経済的インパクトに関する調査」、もしく

は「フィジー・ミクロネシア・マーシャルに

おける COVID-19による経済的インパクト」と

捉えるのが正しいでしょうか。 

申し訳ありませんでした。「フィジー・ミクロネシア・

マーシャルにおける COVID-19 による経済的インパク

ト」と修正させていただきます。 



5 

P18第 3章第 5条(5) 「以下の主要セクターの情報を収集し」とあ

りますが、主要セクターに関する記述がこの

パラグラフにはありません。基本的には 20ペ

ージに示されている報告書目次案に記載され

ているセクターが対象になると理解します

が、主要セクターについてご教示ください。 

申し訳ありませんでした。「以下の」を削除させてい

ただきます。ご理解のとおり、P20の報告書目次案に

記載されている下記セクターを主要セクターとして

想定しています。 

・公共インフラ（運輸交通、都市計画、上下水道、IT・

通信を含む） 

・エネルギー 

・産業（農林水産業・観光業・鉱業を含む） 

・気候変動・防災 

・環境保全 

・教育・保健 

6 

P21第 4章（２） 業務管理グループの適用は 10MM以上の案件で

の採用と想定しておりましたが、今回は 9MM

かつ業務従事者が二人のみという中での業務

管理グループ適用です。どのような意図によ

り業務管理グループ適用となったのかご教示

頂けますでしょうか。 

対象国が 3 か国と複数国対象であり、「業務管理グル

ープが機能することが困難」ではないとの判断から、

適用可能としております。 

7 

P5 第 1章 企画競争の手続き 

８ プロポーザル評価と契約交渉

権者決定の方法 

（１）評価対象業務従事者について 

本案件の業務量の目途は「第４章 業務実施上

の条件」に記載のとおり、約 9.0 人月（M/M）

（現地：4.5M/M、国内 4.5M/M）であるとの認

識です。一方、P5 には評価対象とする業務従

事者の予定人月数として 4.74 M/Mと記載され

ております。評価対象とする業務従事者 2 名

以外に業務従事者を約 4.26M/M 追加して良い

という理解で宜しいでしょうか。 

NO.1の回答の通り。 

8 

プロポーザル評価配点表  3（1）「業務主任者の経験・能力/業務管理グループの

評価」の点数が 40となっておりますが、30に修正い

たします。 

 

以 上 


